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大学短大図書館・中高図書室連携

アート・プログラム2021の紹介
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「わたしにとっての図書館という場」　高田　由利子　
（図書館長 芸術学部音楽学科 准教授）

　新型コロナウイルス感染症に対する配慮が欠かせな
い日々が続いている中で、図書館では「アートプログラ
ム 2021」、「図書館標語 2021」、「大学短大図書館・中高
図書室連携」のイベントを実施することができました。
「図書館標語 2021」においては、図書館への想いが伝わ
る作品をご応募いただき、選考に大変悩みました。
　この他にも本学関係者からおすすめの図書を紹介し
ていただく「おおたにの本棚」や「こどものとも復刻版」
の展示を行っていますので、ぜひ手にとってみてくださ
い。もちろん貸出もしています。また、図書館入口および
HP では新着図書をお知らせしています。どうぞご覧く
ださい。

図書館標語2021　受賞作品発表

アート・プログラム2021の紹介
第1回：9月10日（金）バレエ「シンデレラ」見どころ・聴きどころ
第2回：10月15日（金）オペラ「魔笛」見どころ・聴きどころ
第3回：12月10日（金）バレエ「白鳥の湖」見どころ・聴きどころ

　4年目となった札幌文化芸術劇場hitaruとの共催事業であるアートプロ
グラムです。初回から千葉潤学長が講師を務めてくださっています。今年度
は計3回のプログラムを開催しました。
　第1回では、Kバレエ カンパニーから王子役の栗山廉さんをゲストに迎
え、バレエ「シンデレラ」の魅力をたっぷりと語っていただきました。
　第2回では、則竹正人客員教授、針生美智子准教授、鎌倉亮太准教授も
出演してくださり、オペラ「魔笛」について、歌とピアノを交えて聴きどころを
解説いただきました。
　第3回では、バレエ「白鳥の湖」の解説に加えて、真下教子バレエ研究所
の真下百百子さんのご協力により、貴重な衣装を展示していただきました。
　新型コロナウイルスの感染拡大状況を考慮しつつの開催ではありました
が、昨年より申込者数が増え、抽選となるほど多数の申込みがありました。
hitaru本公演の前に見どころ・聴きどころを知っておきたいと、リピーター
も着実に増えており、3回合わせて沢山の参加がありました。

　幼少の頃から本が好きでした。小学校低学年の頃、
集団行動になじめなかった私にとって、図書館は一人
になれる唯一の居場所でした。昼休み開始のチャイム
が鳴ると同時に図書館へ行き、まずは自分の席を確
保。その後、童話コーナーにある本を手に取って読むの
が好きでした。モモやナルニア国物語は何度も読み返
し、ナイチンゲールやキュリー夫人など、偉人伝シリー
ズも好きでした。登場人物のライフヒストリーについ
て、その国の歴史や文化も絡めて知ることは、世界を旅
しているような気持ちにもなり、想像力や好奇心が強
く掻き立てられました。また、図書館のもつ静寂さや本
の匂い、そして本をめくる時の音も私の心を落ち着か
せてくれました。図書館は私にとって“こころの避難所”
でもあったのです。中高校生になると、部活に熱中した
こともあり、図書館に長居することは減りました。どち
らかというと授業に必要な本を借りるために行き来す
るプラットフォーム的な存在でした。そして、音大生の
頃は、図書館所蔵の歴史的蔵書の数々に魅了されなが
らも、視聴コーナーで、ベートーヴェンの交響曲を異な

る指揮者で聴き比べることが好きでした。さらに、ア
メリカの大学院で学んでいた時は、レポート課題に追
われる日々で、朝７時から２３時まで開室していた図
書館に、ほぼ一日中こもっていました。早朝から夜遅
くまでいたので、学芸員とは顔なじみになり、学期末
にいくつものペーパー（アメリカではレポート課題の
ことをペーパーと呼ぶ）が重なった時、留学生の私に
とっては語学の問題もあり本当に大変な状況だった
のですが、学芸員の方達が引用文献の検索を手伝っ
てくださった思い出があります。
　さて、学生のみなさんにとって図書館とは、どのよう
な場でしょうか？また、どのような場であってもらいた
いでしょうか？私が経験してきたように、知識を授か
れる場、人とコミュニケーションできる場、そして、安
らぎが与えられるような居心地のよい場など、一人ひ
とりが思い思いの時間を過ごせる場でもあります。図
書館はみなさんのために開かれていますので、思う存
分に活用してください。

わたしにとっての図書館という場　高田　由利子   （図書館長  芸術学部音楽学科 准教授）
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図書館標語2021 受賞作品発表

優秀賞　　佐藤 寧音 さん　 美術学科２年

めくる はきっかけと出会う

【受賞コメント】
本をめくることで、自分自身に変化を与えるようなきっかけを見つけた、
そんな瞬間を表現しました。
本には、沢山のきっかけが潜んでいると思います。
図書館は、そのきっかけを広げてくれる場であると感じています。

次点　　　大橋 輪 さん　美術学科２年

本とうのわたしとであうまで

【受賞コメント】
沢山の本を読み知性や感性豊かな素敵な人になりたいで
すし、なって欲しいそんな思いを込めました。
もしかしたら、皆さんの特別な一冊も図書館にあるかもし
れませんね。

佳作　　今井 健太朗 さん
　　　　　　　　　　　　　地域社会学科４年

身を任せ  ぶらりぶらりと  ライブラリ

【受賞コメント】
札幌大谷大学図書館の素晴らしさを多くの人に知っ
てほしいと思い、その気持ちを標語にしました。
コロナ禍ということもありますが、施設を利用される
学生の方たちが今後増えれば嬉しいです。

（受賞者の学年は2022年3月31日現在のものです）

佳作　　中山 日那 さん
　　　　　　　　　　　　　　　　保育科２年

読む手が止まらない。止まらせない。
きっと見つかるそんな本。

【受賞コメント】
本を読んでいるとつい夢中になって時間が過ぎてし
まう。
そんなすてきな本に出会ってほしいという願いを込
めてこの標語を出させていただきました。

大学短大図書館
・中高図書室連携

　昨年から札幌大谷中高図書室との連携
が始まりました。新型コロナウイルス感染症
対策のため学生・生徒の交流はまだできま
せんが、一足先にお互いの蔵書を交換展示
する企画を行っています。大学の本は難しく
て自分たちが読める本はない、と考えている
中高生に様々な分野から選んだ本を紹介し
ています。学生の皆さんも、中高図書室なら
ではの本を手に取ってみてください。中高図
書局の生徒達が編集・発行した図書館報
「LIBRARY」も掲示しています。蔵書を通し
て交流してみませんか。

中高図書室で展示中
中高図書室内の様子


